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紙おむつリサイクルをビジネスの観点から

きょうはご多忙のなか、全国からこれだけ多くの方にお集まりいただいたこと、

たいへん心強く思いました。ありがとうございます。

エネルギーの地産地消を、今後ももっと積極的に広めていこうと考えた次第です。

私たちの基本姿勢は、紙おむつリサイクルをビジネスの観点から進めていくというこ

とです。きょうお話いただいた中には、実際に SFD システムを活用されている事例

もございました。これらは貴重なヒントになります。みなさまもここで得た情報をぜ

ひビジネスに結び付けて生かしていただきたい。また、これからも、みなさまととも

に、知恵を出し合い、環境問題に取り組んでまいりたいと考えております。
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Ｑ．伯耆町の事業者からの反応はどうでしたか？

導入実験の段階では、面倒くさいなという反応でした。しかし少しすると慣れてきた。しかも毎日収集するので介護事

業者からは評価が高いです。以前焼却ゴミとして負担していただいていた額より少し下がるぐらいで、あとは税金で補

填できるので、事業者としては有利になったと思っています。

家庭用の紙おむつへのニーズも高いですが、分別のレベルがいまひとつなので、躊躇しています。
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